社会経済と言語の関係について-独立以前セネガル- by 木田,剛
商学研究論集
第34号　2011．2
社会経済と言語の関係について　独立以前セネガル
Social　Economy　and　Language　in　Senegal：Pre－independent　Period
博士後期課程　商学専攻　2009年度入学
　　　　木　　田　　　　　剛1
　　　　　　　　　KIDA　Tsuyoshi
「言語は，すでにできあがった自明の道具に過ぎず，単に使われる
べくそこにあるだけの，受動的な手段だと思うにとどまる社会科学
に本質的な発展はなく，また自らが社会科学として何をやっている
のかを考えてもみもしない言語研究は学問ではないのである」
　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中克彦，1991：319）
【論文要旨】
　社会経済と言語との関係を考察するために，独立以前のセネガルの状況を概観する。この多民族
国家では，多くのエスニック集団の中の民族語のひとつであるウォロフ語が社会を席巻している。
このウォロフ語化現象には，次の社会経済的な要因が指摘される：1）宗主国フランスによる植民
地都市建設（特にダカール），2）イスラム同胞団ムリッド教団の勢力拡大，3）植民地政府やムリ
ッド教団の影響のもと，商業的落花生農業の組織的な発展，4）鉄道をはじめとする交通・インフラ
の整備，5）貨幣経済の浸透に伴う都市や農村への労働力移動，6）移民や交通イソフラに結びつ
いた都市化現象。これらの要因は，直接的・間接的にウォロフ語使用に結びついている。植民地政
策や宗教の発展は，20世紀前半のセネガル経済の構造を変化させただけでなく，社会言語状況に
影響を与えた。この社会言語的現象はとりわけ落花生経済と密接に結びついていた。ここに言語と
経済との関係を垣間見ることができる。
【キーワード】ムリッド教団，媒介言語，労働力移動，交通インフラ，都市化
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おわりに
はじめに
　西アフリカの小国セネガルで驚くべき社会現象が報告されている。同国は他のアフリカ諸国同様
多民族国家であり，40前後の言語があるといわれる。旧仏領植民地だったことから，現在フラン
ス語が「公用語」（othcial　language）になっており，この言語は特に行政や教育の分野で必要不可
欠である2。ウォロフ語（wolof）を含むアフリカ起源の「民族語」の一部3が1971年に「国語」
図表1：現在のセネガルの地域，主要都市，交通インフラ
響〆
騨畿，・…
、
灘
?
出所：UNCS．
2参照：Diouf（1994：110）。この言語を読み書きできるセネガル人は10％にも満たない。　Cisse（2005）によ
　ると，現在フランス語の勢力が急速に弱まっている。
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図表2：1960年の民族分布（推定）
エスニック集団
ウオロフ入，レブ人
セレール人
トゥクロール人
プル人，ラオベ人
ジョオラ人，バラント人，マンジャク人
マリンカ人（マンディンカ人）
ソニンケ人
モール人（ムーア人）
他のセネガル人
他のアフリカ人
全人口
　総数　　　割合　　　　　主要居住地域（植民地以前）
1145000　36．8％　ワーロ，カヨール，バオール，ヴェール岬
595000　19．1％　シヌ，サルーム
422000　13．6％　フータ＝トロ，セネガル川流域
230000　7．4％　バオール，上カザマンス，セネガル東部
216000　6．9％　下カザマンス
198000　6．4％　中カザマンス
　65000　2．1％　セネガル東部
　48000　1．5％　セネガル川上流域
101000　3．2％　各地
　29000　　0．5％　ダカール
3110000　1 0％
出所：D6mographie　Africaine．　nov．－d6c．1986（Diouf，1994：22）より作成。
（national　languages）と定められたが，現在のところ教育言語にはなっていない。ところが，これ
ら民族語のひとつであるウォロフ語が急速に広まり，ほぼすべてのエスニック集団が媒介言語とし
て使用する「リソガフランカ」（1ingua　franca）になっている。一般にアフリカといえば，民族紛
争が絶えないという印象をわれわれは持つが，セネガルでは1つ民族の言語が異民族の家庭内コ
ミュニケーショソとして使われるまで広がっている。すなわち，民族の垣根を越えた言語による国
家統一が進んでいることを意味するともいえる。このことは，われわれがアフリカに対して抱いて
いる「多民族国家」や「民族紛争地域」などの概念は現地人の現実とは異なり，認識を改めなけれ
ばならないのだろうかという疑問を投げかける。それとも，セネガルのウォロフ語の拡散現象は植
民地史の流れの中で起こった特異な現象であり，われわれ現代人がメディアを通してみるアフリカ
の現状とは無関係なのだろうか。これらの疑問に答えるためには，アフリカの社会経済史を再度検
討してみる必要があろう。この小論では，このような観点から民族と社会経済の関係を言語に特化
して考察し，セネガルの状況を植民地以前に絞って概観してみたい。
1．独立以前セネガルの社会と言語
　セネガルで使用される言語は約40を数える4。「約40」と曖昧な表現をするのは，まだ言語学者か
らまだ発見されていないあるいは記述されていない言語があるからであり，さらにはある言語が分
析されたあと，独立した言語というよりも，別の言語の方言と決定されることもあるからである。
これと同じ理由で世界に現存する言語の数は言語学者によって異なる。一般に，一つのエスニック
3ウォロフ語に加えてプル語，セレール語（Serer），マソディソカ語（Mandika，あるいはマリソケ語
Malink6），ジョオラ語（Joola，　Jola，あるいはDiola），ソニンケ語（Sonink6）の6言語。2001年に他の5
言語，2002年に4言語が追加されており，現在国語は合計24言語になっている。
4エスノローグ（www．ethnologue／show＿country．asp？nameニSN）。砂野（2007：49sq）はセネガルの言語数
　を「20余り」，McLaughlin（2008：88）は「約25」としている。
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集団は一つの言語を使用し，言語数が民族の数に相当する5。
　セネガルの主なエスニック集団はウォロフ人を筆頭に，セレール人，トゥクロール人（Tou－
couleur）も含むフルベ人（Fulbe，あるいはプル人Peul）6，ジョオラ人と続く（図表2参照）。一
説によると，ウォロフ人，セレール人，レブ人（Lebu，あるいはL6bou）は共通の祖先を持ち，
民族移動の最中サハラ砂漠を通過する際に，一部はベルベル人（Berber）と混濡してフルベ人に
なり，フルベ人とセレール人やレブ人との結合によりトゥクロール人が生まれたといわれる7。10
世紀，これらの四大民族は，現在のセネガルとモーリタニアにまたがる地域にテクルール王国
（Tekrur，現フータ＝トロ地方Fouta＝Toro）を形成し，同一の言語を使用していたといわれる8。
フルベ人，ベルベル人，マンディンカ人，ウォロフ人，セレール人，ウォロフ人は13世紀にワー
ロ地方（WaloあるいはWaalo，現サソルイ県とダガナ県とモーリタニアの南西部を含む地域）へ
移動し，のちに一部は中北部のジョロフ地方（Djolof，現ランゲール県，　Lingu6re）に移住した。
ワーロ地方ではのちの民族分化が始まる。その内のひとつがラフ（Laf）という村落に住み，ラフ
の住人という意味の現地語「ワー・ラフ」（Waa　Laf）がウォロフの名称の由来である9。その他，
木彫に長けるラオベ人も生まれた。ジョオラ人の起源はバソトゥ系という説とマソデ系という説が
あり，他の少数民族（バイヌク人，バラソテ人，マンジャク人，マソカグネ人など）の住む下カザ
マンスに定住した。また，テソダ系といわれる少数民族（バサリ人，コニアグィ人，ベディクス
人，バジャラソケ人）は，他の大民族とともにダカールなどの都市部に居住した。ソニンケ人はガ
ディアガ地方（Gadiaga，モーリタニア，マリ，セネガル東部をまたぐ地域）に居たが，セネガル
全土に拡散する移動性の強い民族だった。
　このように複雑に映るセネガル民族構成であるが，これをあえて分類するならば，1）テクルー
5無論これに当てはまらないケースもある。例えば，同じ言語を話すルワソダのツチ人とフッ人はお互い民族
　的に異なると考えている（Cooper，2008：12sq）。
61988年の国勢調査から，両エスニック集団は「Haalpulaaren」（プラール語話老）として同様に扱われてい
　る。内外の論文には自称の「プル人／フルベ人」（単複：Peul／Fulbe）や，マンデ系言語話者による他称の
　「フラ人」（Fula），ハウサ語話者による「フラニ」（Fulani），言語についても「フルフルデ語」（fulfulde），
　「プラール語」（pularあるいはpulaar）などの用語が混在している（砂野，2009：6－7）。本稿では言語とし
　て「プラール語」に統一し，エスニック集団として「プル人」，「フルベ人」，「トゥクロール人」を適宜に使
　用する。
7参照：Diouf（1994：25－6）。ウォロフ人のエジプト起源に関しては，　Cheikh　Anta　Diop（1960）の先駆的な
　研究がよく知られている。また，セネガル人の一部の祖先はイソドにあり，民族移動の途上で当時まだ緑や
　肥沃な土地が残るエジプトのナイル川沿岸に一時期定住し，のちに西へ移動を続けたという説もあり，ウォ
　ロフ人，セレール人，フルベ人の共通性，あるいはこれらの民族のインドとエジプトとの接点は，言語的類
似性の観点からも証明されている（Diouf，1994：65－6）。
8この点に関する研究は多い。例えば，セネガル初代大統領で，言語学者でもあるサソゴール（1983）は「プ
　ロト・セレール語仮説（proto－s6rer）」を提示し，　Fougeyrollas（1968）はウォロフ語が各民族の言語的紐帯
　だったと主張している。口承文学の成果も取り込んだKlein（1968）の研究でも，遅くとも16世紀以前にウ
　ォロフ語が地域の媒介言語になっていたと提唱されている。
9参照：A．－B．Diop（1981：13－24），Diouf（1994：26）。
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図表3：セネガル1850年頃の民族国家とエスニック集団の分布
エスニック集団
團ウオロフ人
團フルベ人
厨セレール人
囮レブ人
Eコトゥクロール人
翻パンバラ人
圏ソニンケ人
鰹｝マンディンカ人
留ジョオラ人
出所：Gellar（1976）より作成。
のΦas㎎　　　　％
　　轡・
　彰》のdク
Oo＠es　o　・
ブンドウ
　　　6e
しρ吻＿
畠蟻
ル地方出身の北方民族（レブ人，セレール人，プル人，トゥクロール，ウォロフ人），2）マソデ
系の民族（ソニンケ人，マリソケ人，ソーセ人，パンバラ人），3）先住民族（バイヌク人，ジョ
オラ人，バサリ人，ティエス地方のヌーソ人，ンドゥ人，サフェン人などの祖先）の三集団に大別
されよう。しかし，セネガル社会には多くの民族交配が歴史的背景にあり，諸民族間の混血が進ん
でいたことから，セネガルにおける民族多様性は実質的というよりもむしろ表面的といえる10。
　宗教においても民族性は見当たらない。のちに詳述するが，初期イスラームを伝えたマンディカ
人（Manding）やモール人（Maure）がかつてウォロフ人の尊敬を集めたの対して，のちの19世紀
にはウォロフ人の宗教指導者にセレール人が大きな敬意を払いっていたというように，民族的な宗
教の主導権争いがあったわけではない。また，セネガルに実在した王国や帝国（ワーロ，カヨー
ル，バオール，ソニソケなど）は首長が主要民族の出身で必ずしもないことや，その配偶者に異民
族出身者が頻繁に選ばれていたように，民族中心的な国体でなかった。紛争や衝突がエスニック集
団間であることはなく，むしろある民族内における内輪もめにほとんど端を発していた11。
　セネガル人の大半は今も昔も複数の言語を操る多言語話者であることに変わりない。ただし，ウ
ォロフ人は伝統的にウォロフ語を母語として話し，セレール人はセレール語，プル人はプラール語
を母語としていた。セネガル人の大多数はムスリムであるけれど，アラブ語を読み書きできる信者
10参照：Diouf（1994：30）。
11参照：Diouf（1994：31）。
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は5％にも満たないというように，宗教が使用言語に決定的な影響を与えたわけではなかった。最
も人口の多いウォロフ人はセネガル人口全体の40％前後に過ぎず，この割合は1900年から60年代
に至るまでほぼ一定していた12。にもかかわらず，ウォロフ語が急速に広まり，現在においても国
民の大多数が使用するリソガフランカになったのである。
2．植民地化と社会言語状況
　19世紀初頭，セネガルの主要輸出品はセネガル川流域（Fleuve）のテゥクロール人商人たちが
扱う天然ゴムだった。しかし，アジアにおける生産拡大の煽りを受けて国際競争力を失い，1850
年頃からセネガルの天然ゴム貿易は衰退していった13。その一方で，落花生が19世紀後半にセネガ
ルの主要輸出品になっていった。落花生栽培は1850年頃からウォロフ人居住地域14で広まった。
サソルイ（Saint－Louis）で落花生の栽培と取引は，カヨール王国のガンディオール（Gandiole）や
ディアンブール地方（DiambourあるいはNdiambour，現ルガ州）のウォロフ人商人たちの主導で
始まった。フランス向け落花生輸出の始まりは，1840年，サソルイ港からルアソへ出帆した貨物
船に積み込まれた70トソの落花生だった。
　奴隷貿易の拠点として名高いゴレ島（Gor6e）やサソルイの商館15は，当時の欧州アフリカ貿易
の拠点であった。ところで，19世紀半ばまで，アフリカとヨーロッパとの間にはある意味で対等
な貿易関係があった。すなわち，アフリカの支配者や首長はヨーロッパ列強間の商業競争を利用し
て，自国の利益に適う交易条件を提示することができたし，また，国内外に出入荷される商品に対
して関税を引き上げることも可能だった。本格的な植民地化が始まるのは19世紀半ば以降，ルイ
・フェデルブ（Louis　Faidherbe）がセネガル総督に任命されて，サンルイを含むワーロ王国を征
服した1855年である。
　フェデルブの軍事介入の目的は，フランスの西アフリカ貿易を保護し，アフリカ人による貿易網
や取引拠点の独占を終わらせることと，欧州列強の間で繰り広げられていた植民地獲得競争の中
で，アフリカ大陸におけるフラソスのプレゼソスを決定付けることだった。以後，植民地都市の建
設が進められ，1880年前後にゴレ島，サソルイ，ダカール，リュフィスクは本国とほぼ同様の
「市民権」（citoyennet6）が与えられる「特別行政四区」（Quatre　communes）になった。ただし，
12ウォロフ語の拡大を最初に報告した調査結果はWiolland＆Calvet（1967）であるが，詳細を伝える入手し
　やすい文献として，Diouf（1994：22sq），Dumont（1983：25sq）などが挙げられる。
131907年の仏領植民地全輸出は天然ゴムが5％を占めていたのに対して，30％が落花生だった（Adam，1908：
　5）。
14ワーロ王国，カヨール王国（CayorあるいはKayor，現ルガ県，ケベメール県，ティヴァウアンヌ県，ティ
　エス県を含む大西洋岸地域），バオール王国（Bao1あるいはBawol，現ジュルベル州とティエス州の一部），
　およびサルーム王国（Saloum，現カオラック州）にまたがっていた。
15その他，リュフィスク（Rufisque），ポルチュダル（Portudal），ジョアル（Joal），ガラム（Galam）のサソ
　ジョゼフ城（セネガル川上流）があり，混血人の貿易商会が奴隷を取引した。
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図表4：路線開設年
ダカールr・サンルイ鉄道　操業梱始妬　ダカールヨXジェール鉄這 操業閉始鮨
ダカール（Dalcar）
サンルイ　（Sa血t・Louis）
駆キ（Coki）
ランゲー一ル（Linguere》
1883
1885
ig29
1931
バンベイ（Bambeye）
ジxルベル（1）iourbe1｝
ガンギネオ（G気血19血面）
カオラック　（Kaoladk｝
カフリン｛Ka髄1e）
クングル（Koungheul）
タンバクンダ｛Tarnbacounda｝
グデイリ（GOU磁鋤
カイ　（Kayes｝
ムバケ（Mbak6）
1908
1908
1geg
1911
1912
1913
19韮5
1922
1923
1931
出所：David（1980）より作成。
導入された「市民」（citoyen）と「臣民」（sujet）との区別に民族や宗教の基準であったわけでは
なく，単に市民の資格を得た者の大半は，ウォロフ人やレブ人などのウォロフ語話者だったに過ぎ
ない16。1885年にセネガル西部を南北に走るダカール＝サンルイ鉄道が開設されると，現在の株式
会社に近い形態を持つ「貿易商社」（maison　de　commerce）カ～沿線に相次いで進出した17。これに
伴い，以前まで天然ゴムを扱っていたボルドー人や「混血人」（m6tis）が1900年頃から落花生取
引に移行した18。19世紀最後の20年間で，アフリカにおける新しい貿易構造の基礎が落花生を中心
に形成されたのである19。
　ところで，フランスの貿易商社は1900～20年の間にセネガル人個人独立商人と激しい競争を繰
り広げていた。この頃，セネガル内陸部を東西を走るダカール＝ニジェール鉄道20が開設され，セ
ネガル東部からの輸送コストの大幅な減少が実現した（図表4参照）21。これがセネガル内陸部で
16ダカー・一・ル，リュフィスク，ゴレ島の住民はレブ人だったが，ウォロフ人と共通祖先を持つ同族であり，ウォ
　ロフ語の方言を話す（Gellar，1982：99）。
17「貿易商社」（rnaison　de　cornmerce，あるいはcampanie　de　commerce）は，かつての東イソド会社などの政
　府公認の「商館」（comptoir）と異なる。18世紀から19世紀前半にかけて，宮廷や国家に保護された商館が
　奴隷貿易や天然ゴム貿易を独占していた。19世紀後半，アフリカには商館の商人たちとは異なる独立した貿
　易商が存在していた。これらの商人が自由貿易の原則のもとに自己の利益を守るために組織化したしたのが
　「maison　de　commerce」だった。代表的はものに1832年に設立された「モレル＝プロン商会」（Maison
　Maurel　et　Prom）が挙げられる。1862年に本国で可決された「会社法」（lois　sur　les　soci6t6s　de　commerce）
　により制度化され，現在の株式会社のような形態になった。また，「資本運用法」（lois　sur　1’exploitation　de
　capitaux）により企業経営が容易になった（Marfaing，1992：313）。
18参照：Amin（1971：366）。
19参照：Marfaing（1992：319）。
20レオポルドニ世の特使として現地に派遣されたヘンリー・スタソレーが，1976年頃にコソゴで矢継ぎ早に現
　地の首長と条約を結んだのを見て，フランスは西アフリカ諸国での存在を誇示するために，1879年にセネガ
　ル川上流部沿岸からニジェール川上流部沿岸へ進軍していた。この進出により地域の治安が維持され，鉄道
　建設や農業開発が可能になったといえる。のちにフラソスが1884～85年のベルリソ会議でセネガルや他のア
　フリカ諸国の主権を確保できたのも，この仏軍東部進出が契機となっている。したがって，フラソスによる
　本格的なセネガル植民地支配は，1880年前後に始まったといってよい（Fage，1995：331－332）。
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落花生栽培地域を拡大する契機となり，仏系貿易商社はダカール＝ニジェール鉄道沿線の駅を中心
に取引所を開設しながらセネガル内陸へ進出していったのである22。これと並行して，通貨供給を
円滑にする銀行も設立された。この結果，1920年頃にはセネガル人商人の数が激減した。鉄道は
フランス人によるセネガル経済の独占を助長する役割を果たしたといえる。落花生経済の成立は，
セネガルが近代産業時代の世界資本主義体制に組込まれていく第一歩だった。
　セネガルの落花生農業発展に利得を見る植民地政府にとって，交通インフラ（鉄道，道路，港湾）
の整備は重要な政策だった23。このようなフランス人入植者に対する植民地政府の支援は，農業試
験，研修，実演，品種改良を行う組織などを通して，セネガル人農民にも向けられた24。20世紀初
期の落花生生産の90％以上はダカール＝サソルイ鉄道とダカール＝ニジェール鉄道の沿線地域で
栽培された25。このように，軍事的支配やヨーロヅパ・アフリカ間の定期海路を背景に，近代的な
国内交通手段（鉄道，電報，道路），銀行機関，株式会社制度の導入がセネガルで進行していった。
のちに見るように，落花生は第一次世界大戦までにセネガルの基幹産業に成長していく。これは同
時に，落花生に立脚したモノカルチャー貿易構造が第一次大戦までに確立していたことを意味する。
　このように，ウォロフ人が多く居住する地域にセネガルの植民地都市が建設された。このため，
さまざまなエスニック集団が集まるこれらの都市の市場では，ウォロフ語が異民族間を媒介する通
商語として使用された。都市へ出稼ぎに来る農村民は，一部が定住してウォロフ社会に溶け込み，
一部がウォロフ語を習得して故郷の農村へ帰郷したのである。
3．　ムリッド教団と落花生経済
落花生経済の成長の要因として，もうひとつ忘れてはならないものは，イスラーム同胞団のムリ
ッド教団である26。ムリッド教団（mourideあるいはムリディアmuridiyya）は，フラソスの植民
21マリ西部の主要駅カイから1月に到着した商品は，サソルイへ向かうセネガル川の輸送船に9月にしか積み
　荷されなかった。つまり輸送に最低8か月を要したことになる。ところが，ダカール＝ニジェール鉄道開設
　のおかげで，バマコからカオラックの港への輸送は3日以下になった（Marfaing，1992：318）。かつて天然
　ゴム輸送で賑わったセネガル川を航行する北部輸送ルートは，ダカール＝ニジェール鉄道の開設を機に衰退
　したのは明らかである。
22参照：Amin（1971：366－367）。　Vanhaeverbeke（1970：107）によると，輸送コストは1925年に平均73％，
　1925～35年に50％，1950～60年に17．5％にまで削減された。
23フラソス政府の落花生貿易への力の入れ様は次の引用からも伺い知れる。「Pourtant，　la　situation　6cono－
　mique　en　Europe　est　en　pleine　expansion，　mδme　si　1’on　assiste　en　1905　a　de　mauvaises　r6coltes　pour　les
　arachides　ou　a　des　baisses　de　cours　comme　1907／1908，　rambiance　est　positive：conquδte　de　nouveaux
　march6s，　concurrence　exaltante」（Marfaing，1992：318）。
24参照：Marfaing（1992：317－8）。
25参照：Gellar（1982：13）。
26詳細は例えば次を参照：Cruise　O’Orian（1971），Copans（1988），Harrison（1988），Hanretta，（2009）。セネガ
　ルにはムリッド（あるいはムリディア，Muridiyyah）のほかに，ティジャニア（Tijaniyya），カディリア
　（Qadiriyya），ライエヌ（Laybne）の3つのイスラーム同胞団があるが，教条には大差はない。
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地支配による伝統社会の急変に対する抵抗として，1880年代のバオール王国（Baol）に興ったイ
スラーム同胞団である。現在でもイスラーム同胞団の中で，セネガル社会に最も大きな影響力を持
つ宗教団体である。初期の主な活動地域は，発祥地のバオール地方をはじめ，カヨール地方，ジョ
ロフ地方など，ウォロフ人が多く住む地域だった。フランスに敗れた王国の失業役人，貴族，兵
士，小作農などが，彼らを取り巻く社会不安の中で，教団を心の拠り所にした27。すなわち，教団
に所属する者は，物質的な奉仕や勤労と引き換えに精神的な恩恵を得たのである。勤労の対象は，
のちに示す落花生農場での労働だった。
　セネガルのイスラームはもともと多民族的だった。セネガルにおけるイスラームの起源は，フー
タ＝トロ地方で王国を形成していたトゥクロール人が11世紀に改宗したことがその始りだといわ
れる。15世紀から19世紀にかけて成立した各王国が植民地支配により解体されると，指導者マラ
ブー（marabout）が民族間の結びつきを促進する役割を果した。・イスラームが異民族間の統一要
素として機能したのである。セネガルへのイスラーム伝播には，かつてマソディカ人やモール人の
マラブーが担い，ウォロフ人信者の大きな尊敬を集めた。19世紀後半にはウォロフ人マラブーが
セレール人に尊敬されていた。ムリッドの教祖アフマドゥ・バンパ（AhmadouあるいはAmadu
Bamba）もモロッコ系のカディリア教団にもともと属していた。教祖がバオール出身のウォロフ
人だったため，ウォロフ語がムリッドの主な使用言語だった。このようにムリッド教団はウォロフ
色の強いイスラーム同胞団であったが，ウォロフ人以外のエスニック集団を排斥するものではなか
った。これが異民族の教徒の間でもウォロフ語が広まる理由だったといえる28。
　ムリッド教団の落花生農業への関わりを簡単にいえば，末端の信者に土地を貸与して信仰と引き
換えに労働を課すというものだった29。土地所有者は指導者マラブーであり，直属の信者ターリベ
（talib6あるいはtaalibe）は井戸を掘って開墾を進めた。そこに「ダーラ」（daara）と呼ばれる農
業共同体が形成され，マラブーはその首長になり，ターリベは一般の農民と変わりなくなっていっ
た。ムリッドへの所属は精神面だけでなく，雇用，集団的安全保障，社会的ネットワークなどの物
質的・社会的な恩恵があった。
　19世紀末にダカール＝サンルイ鉄道の開通したカヨール地方では，過剰な農地開発のため，信
者に与える耕作地が枯渇しつつあった。しかしながら，教団を継続するには土地がさらに必要だっ
た。ところで，19世紀に反イスラーム政策を採っていたフランスは，1915年前後に協調路線に転
換し，イスラーム同胞団を支援するようになっていた。ムスリムによる落花生農業の拡大は，植民
27参照：Couty（1982：314）。
281912年の国勢調査によると，信者の数が約6万8350人と推定されているが，その内の約9割はバオール地
　方（3．3万人）とカヨール地方（2．8万人）の住人，すなわちウォロフ人であり，その他，ティエスの5080人
　を筆頭に，ルガやシヌ＝サルームに千人規模のムリッド共同体が報告されている（Cruise　O’Brien，1971：
　59；Copans，1988：83，　n11）。これらの小さな共同体は，のちの教団の発展拠点に一致する。
29直属ターリベと一般信者の末端ターリベの区別を含むムリッド教団の社会構造は，Cruise　O’Brien（1971）
　の研究で明らかにされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－143一
地経済に資すると考えたからである。イスラーム同胞団も植民地政府に積極的に協力し，「間接統
治」の担い手となっていった30。
　このフラソスの支援を背景に，ムリッド教団は直属信者ターリベを派遣して落花生耕作地を拡大
していった。セレール人の住むシヌ地方（Sine，現ファティック州にほぼ相当），あるいはバオー
ル地方への入植を拡大させた。バオールでは，放牧を営むフルベ人と土地を巡ってしばしば対立し
た。この地方には，1907年に建設が始まっていたダカール＝ニジェール鉄道が通る。植民地政府
は落花生栽培のために土地を取得しようとするマラブーを支援し，フルベ人は北に位置するフェル
ロ砂漠の方へ次第に押しやられていった。こうしてバオールに残るフルベ人の伝統的牧草地には，
次第にムリッド教団の落花生農家が入植していったのである31。1927年11月1日～1928年10月31
日の地域別出荷高を見ると，カヨール南部のティエス地方が81500トン，バオール地方が79500ト
ン，カヨール北部のルガ地方が55500トンと，セネガルの落花生出荷の大半を占めていた32。1930
年代から40年代にかけて，ムリッド教団は「新天地」（Terres　Neuves）を求めてサルーム地方
（Saloum，現カオラック州）や東セネガルへ向けた入植を続けた。シヌ＝サルーム地方の信者の数
を見ると，1912年の約1000人から1950年代には約7万人にまで膨れ上がり，1912年に信者のいな
かった東部にも，1950年代にはタソバクンダ（Tambacounda，6000人），バケル（Bake1，1000人），
ケドゥグ（K6dougou，500人）の各都市で信者の存在が確認されている33。
　このような「ムリッド荘園」の拡大は，セネガルの落花生栽培地域の拡大状況に一致する（図表
5参照）。ダカール＝サンルイ鉄道の開設時の主な栽培地域がウォロフ人居住地域カヨール地方と
バオール西部の鉄道沿線地帯だけだったのが，ダカールーニジェール鉄道の開設に伴い，南方のシ
ヌ地方やバオール地方東部，サルーム地方などの東方へと広がった。落花生栽培に適した土壌，広
大な土地，ふんだんな降水量，交通の要所のカオラック，重要な港など，良い条件が揃っていたか
らである。ダカール＝ニジェール鉄道の開設により，取引所は南部に移設され，上フルーヴ地方の
落花生取引は衰退していった34。また，両鉄道沿線地域の生産は全体の90％を越える一方で，鉄道
の通っていないフータ＝トロ地方，東セネガルの南部，カザマンスで生産された落花生は換金作物
になりえなかった。
　こうして，セネガルの落花生生産35と栽培地域は20世紀に入ってから着実に増加していった
（図表6参照）。1841年，リュフィスク港からフラソスのルアン港の落花生製油所へ向けて出荷さ
れた70トンの初荷以来，落花生輸出は1900年に9万トソ，1965年に100万トンを越えるまで成長
30参照：Coquery－Vidrovitch，　Moniot（1974／2005：161）。
3ユ参照：Couty（1982：312－313），Gellar（1982：13）。
32参照：Musset（1930：555）。同時期の仏領スーダン（現マリ）からは2万トンが出荷されていた。
33参照：Cruise　O’Brien（1971：77）。1950年代のムリッド教徒の全体数は，1912年の6倍（42万人余り）にな
　ってる。
34参照：Marfaing（1992：316）。
35セネガルの1914年生産高が30万トンであるので，生産の三分の二が輸出されていたことになる。
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　　　図表5：セネガル落花生栽培地域の変遷（1860～1960）
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出所：sidib6（2005：62）より作成。
　　　　　　　　　図表6：セネガル落花生輸出高（1879～1969）
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した。この輸出増を率にすると，1885年～1914年は8，8％，1918年～1940年は2，7％，1940年～
1950年は停滞，1950～60年は7，7％の成長に相当する。
　セネガルの落花生経済の発展は，行政区分の再編や社会構造の変化をもたらした。ムリッド教団
の活動は落花生経済に関連する雇用を生み出した36。これに伴い，さまざまなエスニック集団（ウ
361950年代に全生産高に占めるムリッド生産の割合は約25％といわれるが（Copans，1988：98），ムリッド影
　響下の落花生生産はこれより大きいと思われる。
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オロフ人，トゥクロール人，プル人，トゥルカ人など）の農民が，20世紀前半において落花生栽
培のために，サルーム地方に多数移住している37。また，「ナヴェタンヌ」（nav6tane）と呼ばれる
隣国からの出稼ぎ労働者の間でもウォロフ語が広がった38。セネガルの国土が比較的平坦であると
いう地理的要因により，人口移動が容易だったこともあるが，落花生輸送のためにフランスが建設
した鉄道が，これらの地域内労働力移動を後押しした。鉄道網は商品の輸送だけでなく，人々の移
動を活発化させたのである39。別の地域からムリッド教団の影響下の地域に移動してきた労働者は
現地で使用される言語を理解しなければならなず，セネガルの落花生栽培地域ではウォロフ語が主
要言語になっていったのである。
　その一方で，中カザマソス地方では，イスラームの布教を行ったのがマソディカ人だったことか
ら，マンディカ語の使用が拡大し，土地の媒介言語になった。首都セディウ（s6dhiou）では，マ
ソディカ語がジョオラ人，プラール人，ウォロフ人，バソバラ人などの間でリソガフランカとして
話されている40。このように20世紀前半に観察される社会言語的状況の変化には，鉄道や落花生農
業の植民地政策だけでなく，それらと組合わさった宗教的な要因が重要な役割を果したといえる41。
　このように落花生栽培を宗教活動の中心に据えたムリッド教団は，植民地政府に支援されて農地
を拡大していった。教団が進出していった地域には，落花生農業とイスラームが浸透していった。
開発政策のもとで建設された交通イソフラが落花生の生産地を優先したことから，落花生を中心に
人と商品の交流が盛んになり，ウォロフ語の伝播はさらに促進された。落花生栽培は植民地時代の
基幹産業になった。その副産物がウォロフ語の拡散だったのである。
4．都市化と労働力移動
　20世紀前半のセネガル南部や東部における落花生栽培の飛躍は労働力需要を生み出し，カヨー
ル地方のウォロフ人や他の住民がサンルイや北部から，雇用のある農村地域に移動しはじめた。
1940年までに，落花生生産に従事する農民の人口は全体の三分の二までになっていた42。このよう
な農村地域の動向は都市部にも変化をもたらした。かつてセネガル経済の中心地は奴隷貿易時代の
37参照：Sidib6（2005：21）。
38参照：Diouf（1994：67）。ナヴェタンヌは「雨期の人々」という意味で，主にマリ，ギニア，ブルキナファ
　ソから来る季節労働者を指す（Roch，1975：59）。この労働力移動は19世紀後半に表れ，現在も続いている。
　1938年のナヴェタンヌの数は7万人と推定されている（Gastellu，1981：664）。最も詳細な研究はDavid
　（1980），およびRocheteau（1975），Dubois（1975）であるが，西アフリカ労働力移動研究に関するさまさま
　な文献にも頻出する名称である（例えば，Swindell，1985；Guilmoto，1997；Manchelle，1997；Fall，2004）。
39植民地時代の仏領西アフリカの鉄道網の四分の一はセネガルに建設されている（Diouf，1994：77－78）。鉄道
　に伴い道路，港湾，電報システムの整備も行われた。ただし，道路整備が本格化するのは，輸送手段として
　機能するようになってからである。
40参照：Diouf（1994：58）。
41セネガルのキリスト教会では，19世紀末以来，信者がウォオフ人でなくとも教会のミサやミッション・ス
　クールでウォロフ語が使用されている（Diouf，1994：71）。
42参照：Gellar（1982：14）。
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図表7：西アフリ力諸国の都市人ロの割合と最大都市が都市人ロに占める割合（1950～65）
? 最大都市 　都市人口割合（％）　　　　　最大都市割合（％）
1950　　1955　　1960　　1965　　1950　　1955　　1960　　1965
セネガル
ガーナ
マリ
ニジェール
リベリア
ナイジェリア
コートディヴォワール
西アフリカ平均
ダカール　　　　17．2　20．0　23．0
アッカ　　　　15．4　19．1　23．3
バマコ　　　　　8．5　　9．7　11。1
ニアメ　　　　　4．9　　5．3　　5。8
モンロヴィア　14．0　15．6　18．6
ラゴス　　　　　10．2　12．3　16．2
アビジャン　　　10．0　13．1　17．7
　　　　　　9．8　　11．8　　15．1
26．4　　48．2　　43．7　　49．8　　50．5
26。1　　21．9　　22，7　　23．7　　23．4
2．6　　24．5　　24．8　　23．2　　22．7
6．8　　20．4　　25．0　　30．6　　33．3
22．1　　14．2　　23．7　　38．1　　44．4
20．1　　　8．7　　　9．4　　10．4　　11．2
24．5　　26．0　　32．9　　31．5　　29．9
18．6
出所：UN　Population　Division　of　the　Department　of　Economic　and　Social　Affairs，　World
　　Population　Prospects：The　2008　Revision　and　World　Urbanization　ProsPects：The　2009
　　Revision．より作成。
図表8：輸出港別落花生出荷高（1927年11月1日～1928年10月31日）
鉄道による搬入　出荷高（t） 鉄道以外の交通手段による搬入　　　　　　　　　　出荷高（t）
カオラック港　　　　121280
潟?tィスク港　　　　94499
_カール港　　　　　71565
Tンルイ港　　　　　10000
フンディウーニュ港（Foundiougne，サルーム川）　　　40609
Wガンショール港（Ziguinchor，カザマンス）　　　　　30788
?uール港（M’bour）　　　　　　　　　　　　　　　17980
Wョアル港（Joa1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　2887
出所：Musset（1930：555）より作成。
1659年に建設されたサソルイだったが，ダカールが1902年に仏領西アフリカの首都となって以
来，中心的地位を引き継いだ。鉄道の到来とともに近代化が進んだダカールには資本と人口が集中
し，西アフリカ最大の都市になった。入手できる統計を見ると，セネガルは1950年に西アフリカ
平均の約二倍の都市化率を誇り，その都市人口43の中でダカールは約半数を占めている（図表7参
照）。これはダカールの都市化がかなり以前から進行していることを示している。
　また，ダカール近郊のリュフィスクの発展も著しい。リュフィスクはウォロフ人の住む小さな漁
村だったに過ぎないが，ポルトガル人により商館が建設された後，前述した通り，フランス植民地
政策のもと1880年に市民権のある特別地区に指定されて以来大きく発展した。1927／28年の落花生
輸出を見ると，リュフィスク港がサンルイ線のケベメール駅以南とニジェール線のティエス＝バン
ベイ間の積み荷を輸出している（図表1参照）。1920年後半に，リュフィスクはダカールを抜いて
セネガル第二の落花生輸出港になっており（図表8参照），ダカールの重要な衛星都市だったこと
を示している。また，カオラックの都市化はさらに顕著である。カオラックの人口は1903年に300
人に過ぎなかったが，サルーム川に位置する港の発展により，1936年に4万人までに急増してい
る44。カオラック港はジュルベル以東のほぼ全ての落花生輸出を請け負うことで，セネガル最大の
港にまで発展した（図表8参照）。
43国連の定義する「都市人口」とは75万人以上の自治体の人口を指す。
44参照：Deschamps（1964：72），Marfaing（1992：318）。
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図表9：ヴェール岬州の3油製造工場と1ビール工場における民族分布（1950年代）
　　　　　　　　ソニンケ人　　　　　　　　　Izs
トゥクロール人
　29覧
マンジャク人
　Is
バイヌク人
　1瓢
ソオセ人
　1覧
スス人
Ix
一ボヴェルデ人
　L瓢
クサソンケ人
　Is
マリンケ人
　砺モシ人
セヌフォ人
　筋ムーア人
出所：Hauser（1954）から作成。
　このような換金作物中心の経済は，三つの現象を伴った。1）換金作物農業は落花生栽培地域と
一致する，2）換金作物のない地域では自給自足農業が営まれたとはいえ，この地域への貨幣経済
の浸透が農村民の出稼ぎ労働へのインセンティヴになる，3）植民地銀行や貿易商社の本部が集ま
るダカールへ近代的な産業が集積する（サンルイ，リュフィスク，他の内陸都市もこの傾向にあっ
た）45。
　セネガルの都市の特徴は，カメルーンのヤウンデのような都市やナイジェリア国内の都市と異な
り，民族による棲み分けがない46。また，知識人階級や管理職は大部分ダカールに集中したけれど
も，ルワソダのように特定のエスニック集団がある社会的地位を独占しているわけではなく，また
植民地時代のヴェール岬州にはトゥクロール人が多いとはいえ，各階級に異なる民族が混在してい
た。例えば，ヴェール岬州にある3落花生製造工場と1ビール工場における調査（図表9参照）
を見ると，製造業労働者における民族差は特に見られない。あえていえば，ウォロフ人やレブ人は
事務職，職工，非熟練労働者の全職種にまたがるが，トゥクロール人やバンバラ人は職工（ouvri－
er），セレール人やソニンケ人は非熟練労働者（manoeuvre）である傾向にある。けれども一般に
それぞれのエスニック集団は各職種にあまねく広がっていた47。このようにダカールにおける民族
的な可動性は，地理的かつ社会的なものだったといえる。
　また，都市における多民族状況は婚姻においても垣間見ることができる。1950年代にダカール
45参照：Gellar（1982：14）。
46参照：Ela（1983：51），Diouf（1994：80）。
47参照：Diouf（1994：83）。独立後，社会階層の移動性はさらに大きくなったといわれる。
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とティエスの924所帯で行われた調査48よると，696の単妻所帯の内，異族婚はダカールが29％で
あり，ティエスが23％だった。これを民族別に見ると，バンバラ人，レブ人，テクロール人の夫
は異民族の妻と結婚することが多く，バンバラ人の場合は両都市で半数を越えていた。また，管理
職，教師，自営業者など，知識階級に属する社会層の方が異族婚をする割合が高かった。これらの
職種が都市部に多いことから，異族婚が都市化現象に関連していたことを示している。
　ここで問題になるのは，これらの都市化あるいは多民族状況とウォロフ語との関係である。これ
に関して，ダカール大学応用言語学研究所が1963～64年に，ダカール中心部および近郊にある360
の小学校に通う35434人の低学年児童（6～7歳）を対象にした調査報告書が参考になる49。それに
よると，96．6％の児童がウォロフ語を話すという結果が出た。四分の三はウォロフ語が家庭の第一
言語であり，その内，一人でも親にウォロフ人がいれば（全体の17．4％），ほぼ100％ウォロフ語
が家庭で話されていた。さらに，ウォロフ人以外の民族同土の家庭でも，16．4％がウォロフ語を使
用していた。1960年代のダカールでは，さまさまなエスニック集団の母語が自分たちの民族語で
はなく，すでにウォロフ語になりつつあったのである。残りの四分の一の児童は，フラニ語が11
％，バンバラ語が4．5％，セレール語が3．5％，ジョオラ語が2．1％，ポルトガル系クレオールが1．5
％，ソニンケ語が1．2％，それぞれ母語であった。この数字は児童の所属エスニック集団を示して
いるが，将来これらの民族言語が母語の地位を失いながら第二言語になろうとしていたことは想像
に難くない。
　ウォロフ語拡散現象はダカール以外の都市でも報告されている。例えば，下カザマソス地方のジ
ガソショール県はジョオラ人が優勢な地域であるが，1963／64年の国勢調査によると，ウォロフ語
話者数が県平均の17．3％に対して，県庁所在地のジガソショール市ではこの数値が80．9％になって
いる。ジョオラ人の多いジガンショール市で，ウォロフ語話者の数はウォロフ人の三倍に及ぶ一
方，ジョオラ語話老数は第三位に過ぎない50。この他にウォロフ語話者が多い所は，ヴェール岬，
ティエス，シヌ＝サルーム，ジュルベルなどの人口密度が高い地域であった。
　このように，セネガルで進行していたウォロフ語化現象は，都市化と同時に進行した現象である
といえる。この二つの現象の因果関係を説明することは容易でないが，季節出稼ぎや定住を含めた
労働力移動が関係していると考えられる。19世紀末から20世紀初頭にかけて，セネガルの少数民
族だけでなく，隣国からの出稼ぎ労働者へもウォロフ語が広がっていた。ウォロフ語は，セネガル
の商業取引においてすでに20世紀初頭から優先的に使用されていた。セネガルの多民族状況の中
で，地方の農村あるいは隣国から都市へ来た移民は，古くからある都市の媒介言語であるウォロフ
48参照：Mercier（1960：35－36）。
49参照：Calvet，　Wioland（1967）。
50参照：Diouf（1994：63）。のちにウォロフ語化現象に対抗する地域主義がおこり，現在の下カザマソスでは
　ジョオラ語がリンガフランカとして使用されている。ジョオラ語は，しばしばジュラ語（Dioula）と混同さ
　れやすいが，言語系統が異なる。
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語を習得せさるをえなかったのだろう。都市に移住する移民が異民族間に共通の言語としてのウォ
ロフ語が社会生活に必要不可欠だったのである51。こうしてウォロフ語拡散現象は，労働力移動に
結びついた都市化と密接に関係していたと考えられる。
おわりに
　歴史的に見ると，セネガルの多民族社会の基底には同一の祖先を持つという遺伝子的な背景があ
った。しかし，長い時間をかけた内的な変容過程を経て，異なるエスニック集団に分化していき，
各集団が固有の言語を持つに到った。各個人が持つこの言語観は，共同生活におけるそれぞれの共
同体メソバー同士のコミュニケーションに中で培われ，民族意識を形成しながら，かなり最近まで
維持されてきた。これが西欧との接触以来，とりわけ19世紀後半の植民地時代から再び変容して
いくのである。本稿ではこの過程をセネガルの独立期まで概観した。
　本稿で見たウォロフ語拡散現象は，さまざまな社会的，経済的，政治的要因により説明される。
これをまとめると，次の6つの点が挙げられる。
1）　「植民地都市建設」：
歴史的な偶然であるにせよ，旧宗主国による西アフリカ植民地化の拠点がウォロフ人の居住する地
域であった。サンルイやダカール，その他の行政特別四区などがそうだった。
2）　「宗教の発展」：
植民地化はセネガルの各王国にあった伝統社会を崩壊させた。これに伴う社会不安の高まりを背景
にムリッド教団が興り，ウォロフ社会を越えたセネガル住民をイスラームで懐柔していった。ウォ
ロフ語は宗教伝播のコミュニケーショソ手段だった。
3）「組織的な商業農業」：
落花生の国際需要52を背景に，換金作物としての落花生農業がセネガル植民地経済の基幹産業に成
長していった。勤労を教条の中心に据えたムリッド教団と経済発展を目論む植民地政府との間で利
害が一致していた。また，換金作物を取り扱う貿易商社やその取引所も，鉄道沿線を中心に設立さ
れた。ウォロフ語は通商言語となった。
4）「交通インフラの整備」：
ダカール＝サソルイ鉄道とダカール＝ニジェール鉄道は，輸送コストの削減を実現した。鉄道網の
発展とともに，港湾，道路，通信などのインフラも整備された。インフラ整備は物流の拡大を可能
51参照：Lasnet（1900：112），　Marty（1917，　t2：61），Pellissier（1966：453），Diouf（1994：68）。独立後，下カザ
　マンスや東セネガル出身のエスニック集団がダカールを含むヴェール岬州へ多く移住してきた。現在のダ
　カール人口の9割以上は地域外出身者である。ダカールの都市化は人口の自然増よりも他の地域からの人口
　流入が主因である（Diouf，1994：81）。
52当時，落花生油の需要の伸びは，食用油としてというよりも，むしろ缶詰の保存用油や石鹸の原料として食
　品産業や軽工業からだった。
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にしただけでなく，人々の交流が盛んになった。
5）　「都市や農村への労働力移動」：
貨幣経済が浸透した農村部から，住民は賃金労働を求めて都市部や雇用のある農村部へ移動せざる
をえなかった。交通イソフラの発展が労働力移動を加速した。これに伴い，都市部や農村部でウォ
ロフ語が異民族間の媒介言語として発展していった。
6）「都市化」：
初期の植民地都市ダカールの行政機能が拡充され，他の特別行政四区でも法整備が進んだ。これら
の都市では商業の拠点として発展し，海運に特化した港湾都市や換金作物の取引の拠点都市も発展
した。これらの都市に集まるさまざまなエスニック集団の移民にとって，ウォロフ語は媒介語だっ
た。
　これらの点の中で，フランスによる植民地政策とムリッド教団の活動は，20世紀前半のセネガ
ル経済の構造を変化させただけでなく，人々が選択する使用言語にも多大な影響を与えた。これが
本稿で見たウォロフ語化現象である。この社会言語的現象の中で，中心的な役割を果したのが落花
生経済であったといっても過言でないだろう。ここに言語と社会経済との関係を垣間見ることがで
きる。未解決な問題もある。社会における言語的状況の変化により経済が発展したのか，それとも
経済が発展したから，社会言語状況が変容を遂げたのかという疑問である。
　上に挙げた要因を振り返ると，セネガル社会におけるウォロフ語化現象は，植民地化による単な
る外因だけで説明できないことがわかる。植民地化はムリッド教団を誕生させたが，のちに教団は
勢力を存続させるのに，換金作物生産に積極的に関わりながらその経済管理システムの一端を担っ
た。教団と利害が一致した植民地政府はこれを強力に支援し，間接統治のシステムが成立した。こ
のように，植民地時代において，外圧・外因は内的ダイナミックと複雑に絡み合っていた（Coop－
er，2008；木田，2011）。セネガルにおけるウォロフ語化は，その時代において社会が外因と内因
をともに咀囎して出した一つの解答なのであった。したがって，言語の経済決定論や経済の言語決
定論という議論はあまり意味がないであろう。むしろ，方法論として，言語的側面と経済的側面を
社会（あるいは国家）と構成する重要な要素とみなしながら，常に同時に社会科学の分析に取り込
むことがここでは重要であるといえる。
　本稿では主に独立以前のセネガルの状況を扱った。この時代には落花生農業が基幹産業だった。
しかし，セネガルの落花生農業は1965年に衰退が始まり，経済低迷の兆しが見られる53。けれど
も，ウォロフ語の拡大は独立後も続き，独立以前よりもその深化はさらに大きいといわれる54。独
立以後，もし経済が停滞していたとすると，どのような要因で言語の統一化が進行していったのだ
53セネガルにおける取引量（commercialis6）は以下の通りである：1964／65年＝101．1万トン，1965／66：78．6
　万トソ，1966／67：83．4万トン，1967／68：59．8万トソ）。また，交易条件も悪化している（落花生100キロ
　あたりの米の交換量）：1913　・一　110　kg，1931年＝42，8　kg，1956年L　SO　kg，1968：34　kg。これらの値は，
　Vanhaeverbeke（1970）データよりAmin（1971：31）が算出したものである（Copans，1988：96）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　151一
ろうか。経済的な効率性とは関係のない社会言語状況が形成されたのだろうか。他の民族のアイデ
ンティティを犠牲にして経済発展を求める国家建設というモデルが機能しなくなったのだろうか。
宗教が社会や経済に占める位置はのどのように変化したのだろうか。セネガル社会経済とウォロフ
語化現象との関係は独立後に変質したのだろうか。このような独立以後の言語と社会経済との関係
をさらに考察するのが，次に取り組むべき研究課題である。
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